
 

 複動式エアーニッパ取扱説明書 

ＷＳ３０Ｓ 
 

本機種は、本体内のリタ－ンスプリング（ピストン部・替刃部）がないのでスプリング交換の

必要がありません。 

マグネットが内蔵されており、オートスイッチ（エアシリンダー用センサ）を取り付けること

で動作制御が可能です。 

 
ご使用の際、この取扱説明書を必ずお読みください。 

また、必要な時、取り出して読めるように大切に保管してください。 

安全に、正しくお使いいただくために下記のことを遵守してください。 

 

注意 
 
１）作業中に替刃に触れたり、替刃周辺に手指を近付けないでください。 

２）やむなく手指を近付ける時は、安全のため必ずエアー源をストップしてから行ってください。  

３）作業をしない時は、必ずエアー源をストップしておいてください。 

４）切断作業時、切断物の切りクズが飛んで目に入る恐れがありますので安全メガネを使用し

てください。 

５）能力以上（使用目的以外）での作業は行わないでください。 

６）強い磁気を帯びているものに近づけないでください。マグネットが破損する恐れがあります。 

 

■替刃の交換方法（図１参照） 
安全のため必ずエアー源を止めてから行ってください。 

１）替刃が開いた状態でエアーをストップしてください。 

注意：替刃が閉じている状態は、本体内にエアー圧がかかっている状態であるため、替刃交換

ができません。必ず、本体内のエアーを開放してから交換してください。 

替刃交換時は、替刃が開いた状態にあり非常に鋭利な刃物になっていますので、十分に

注意してください。 

２）Ｒピンを抜いてください（図１－①） 

３）セットピンを矢印方向から押して抜いてください（図１－②） 

４）替刃を矢印方向に抜いてください（図１－③） 

５）取り付けは替刃を開かせた状態で本体にまっすぐにはめ込み、セットピンを差し込んでＲ

ピンを止めてください。 

注意：セットピンを差し込む場合、セットピンの頭がセットブッシュの穴部に完全に入り込む

まで押し込んでください。セットピンはボ－ル及びＯリングでホ－ルドしてあり通常Ｒ

ピンなしでもご使用出来ますがセットピンにショックや抜く力が加わる恐れのある場合

は必ずＲピンをご使用ください。 

（Ｒピンは抜き取りやすい形状に加工してあります。） 

６）替刃を取り付け後、エアーを通し２～３回作動させてください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お願い 
 

■御使用方法 
１）必ずフィルターを通した水分を含んでいないエアーを使用してください。 

２）充分なエアーを供給出来るように、エアー源のバルブは全開にしてください。 

３）作業前に替刃の摺動部に注油してください。 

４）使用空気圧は下記の範囲内で使用してください。 

（指定空気圧範囲外での使用における故障の責任は負いません。） 
 

使用空気圧   0.5～0.6MPa   

 
■本体エアー供給方法 
四方口電磁弁か四方口フットバルブで作動させてください。 

当社製品、四方口フットバルブＦＶ８０が御利用いただけます。 

ニップル①・②にエアーホ－スを接続してください。ニップル①は替刃が閉じる・ニップル②は替刃が開く 

ニップルへ接続するエアーホ－スの外径はφ６です。 

 

 

 

 

   

 

 

■刃開き調整方法 
１）調整ボルトを右方向に回し締めて行くと、刃開きが小さくなっていきます。 

２）調整ボルトの調整は下記寸法Ａ、Ｂの範囲内で行なってください。 

  調整ボルトをＡ寸法以上に押込むとＯリングが破損してしまいます。 

  また、Ｂ寸法以上引出すとＯリングが外れエアー漏れを起こします。 

   

Ａ Ｂ 

11 ㎜ 5 ㎜ 

  

 

 

■本体の取り付けについての注意 
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図１ 

本体を直立及び斜めで取り付けた場合 

作業を終了しエアー源をストップした時（本体内からエアーが抜けた・抜いた場合）、

ピストン２が下方に下がり、替刃が閉じる場合があります。 

水平に取付けた場合でも少し替刃が閉じる場合があります。 

替刃が閉じている場合、本体にエアーを通した 

時点で替刃が開きますので注意してください。 

 



 

 

■オートスイッチ取付位置設定方法（図２参照） 
１）オートスイッチを取付溝に沿って移動させます（図２ー①） 

２）インジケータランプの点灯位置と消灯位置を検出します（図２－②、③） 

ランプが点灯している範囲が動作範囲となります。 

３）動作範囲のおよそ中央にオートスイッチを取り付けます（図２ー④） 

４）必要に応じて、別売のオートスイッチ取付板を使用し、固定してください。 

（締め付けすぎるとオートスイッチの破損の原因になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外観寸法図 

■展開図 

■組立図 

図２ 

お問い合わせ先：大阪オフィス 

TEL(072)850-0091 FAX(072)850-0082 

ホームページ URL:http://www.muromoto.co.jp 

仕様は予告なしに変更することが有ります 


